
地域 群馬県 伊勢崎市 認定日 平成２２年２月１０日 通巻番号 ３ － ２１ － ０８０

（株）栗原商店は、養液土耕栽培用希釈装置の技術を応用したホウレンソウ生産システムを
開発し実用化する。このため、千葉大学の日射比例型給液による節肥、環境負荷の軽減技術
の研究成果を取り入れる。(有)御光福園芸は、同装置（試作システム）を導入し、播種時期、

品種による吸肥、日射量、吸水量などの栽培・収穫記録、データ収集などを行い仕様決定に
参加する。 これによりシステムを完成させるとともに、同システムを導入して、低コストで安全
安心かつ品質の良いホウレンソウを生産し、年間を通じて安定的して販売する。

 代表企業等の連絡先
企 業 等 名 ：
Ｔ Ｅ Ｌ ：
E - m a i l ：

株式会社栗原商店
0270-74-0208
kurihara@friend.ocn.ne.jp

所 在 地 ：
Ｆ Ａ Ｘ ：
ﾎｰﾑﾍ ﾟｰｼ ﾞ ：

群馬県伊勢崎市境栄７５４
0270-74-0772
http://www.com-einou.net/

 連携による効果

農林漁業者 ５年で１,４００万円の売上高増加、既存農地以外の遊休農地等５０ａの有効利用

中小企業者 ５年で６,０００万円の売上高増加、収益性の改善

ホウレンソウの販路拡大が可能になるとともに、生産性向上よる規模の拡大が可能になり、遊休農地の活用に貢献できる。

売上の増加と収益性の改善が図れるとともに、顧客である農業者の生産性向上と売上増に貢献することが出来る。

 連携に当たっての課題や工夫等

（株）栗原商店は、養液土耕栽培用希釈装置を応用してホウレンソウ生産システムを開発・実
用化するため、実際にホウレンソウ栽培している農業者でかつ研究熱心な農業者を探していた。
（有）御光福園芸は、自社のホウレンソウの販路拡大には、品質の良いホウレンソウの生産と
周年安定販売、及び生産の効率化による生産性の向上が必要であると強く感じていた。
そこで両社が連携して、システムを共同で開発することになった。

 連携の経緯

ホウレンソウ生産システムの実用化・販売および、品質の良いホウレンソウの
生産と周年安定販売
養液土耕栽培用希釈装置を応用し「ホウレンソウ生産システム」を開発して販売する。また、 「ホウレンソウ生産システム」の
導入により、低コストで安全安心かつ品質の良いホウレンソウを生産し、年間を通じて安定的した販売を行う。

⑤ＩＴなどの新技術を活用した生産や販売の実現

 連携体

連携参加者 千葉大学、わらべや日洋（株）（食料品製造業）

農林漁業者 (有) 御光福園芸 （農業）

中小企業者 （株）栗原商店 （その他の小売業）

サポート機関等 群馬伊勢崎商工会、群馬県商工会連合会、地域活性化支援事務局

「ホウレンソウ生産システム」の開発・実用化において栽培・収穫記録、データ収集などを行い仕様決定に参加する。また、この
システムを導入してビタミンＣやミネラル成分が高く、低シュウ酸のホウレンソウの販路を拡大し、年間を通し安定的に販売する。

ホウレンソウ生産システムの開発、実用化により、全国のホウレンソウ生産現場（システム需要者）へ販売する。

千葉大学は栽培環境に応じたアドバイス、システム実用化への助言、わらべや日洋（株）は販路の開拓・確立を支援する。

千葉大学

栽培環境に応じたアドバイス、
システム実用化への助言

【連携参加者】

連
携
体

「ホウレンソウ生産システム」

農業者、農業生産法人、
農業生産を目指す青果物業者、レ

ストランチェーン、JAなど

【代表者】

養液土耕栽培用
希釈装置の開発技術

(株)栗原商店

ホウレンソウ生産システム販売

生産技術・圃場・データ提供

(有)御光福園芸

品質の良いホウレンソウの生産
と周年販売

【共同申請者】

わらべや日洋（株）

市場評価の検証、顧客
セグメント別メニュー開発

「品質の良いホウレンソウの生産と周年販売」

低コストで安全・栄養価の高いホウレンソウ需要の多い
消費者、業務加工業者、中食業者、介護施設、病院、

離乳食原料調達業者など

＊ビタミンC含有量
夏 20mg/100g

冬 60mg/100g

収穫時平均値以上を目指す


